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Photocatalysts, such as titanium dioxide, have a strong tendency to crack when exposed to organic substances.  
Titanium dioxide is frequently applied in the process of deodorization.  We developed a deodorization device 
using a silica gel coated with titanium dioxide.  The device was confirmed to be effective as a deodorizer of the 
smell of ethanol and related odors.  The device can be used continuously and maintenance-free due to the 
photocatalytic reaction.  The device must be filled with over 100g of the photocatalyst silica gel.  We confirmed 
that the liquid deodorizer cyclodextrin (CD) in the atomization space could be decomposed.  





























































本研究で作製した脱臭装置の構造を Fig. 2 に示す。らせ
ん状にしたパイレックスのガラス管の中心に、光触媒反応
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Fig. 2 脱臭装置の構造 
 
(2) ガス濃度測定装置 1 
脱臭装置のガス吸着能力を測定するために、次のような
ガス濃度測定装置を作製した。ガス濃度測定装置 1 の概要





Fig. 3 ガス濃度測定装置 1 
 
BOX 2 には TGS ガスセンサのみをとりつけた（以後、




また、BOX 1 と BOX 2 のふたに穴をあけ、Fig. 3 に示すよ









(3) ガス濃度測定装置 2 
二酸化チタンによる光触媒反応を測定するために、次の
ようなガス濃度測定装置を作製した。ガス濃度測定装置 2
の概要図を Fig. 4 に示す。BOX 1 には、ガステストボック











Fig. 4 ガス濃度測定装置 2 
 
(4) ガス濃度測定装置 3 
アンモニア濃度と出力電圧の関係（検量線）を測定する
ために、次のようなガス濃度測定装置を作製した。ガス
濃度測定装置 3 の概要図を Fig. 5 に示す。BOX 1 に







































びポンプを作動し空気を装置内に流し、BOX 1 と BOX 2
のガス濃度を測定した。 
24 時間後、再びエタノール 50mL の入ったバイアル瓶を


















24 時間経過後、脱臭装置を再びガス濃度測定装置 1 に組
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認した後、エタノール 5mL の入ったビーカーを BOX 1 に
入れ、ポンプを付け、UV ランプを照射した。それぞれ充





置 3 を用いて、以下のような実験を行った。 













の入ったビーカーを BOX 1 に入れ、約 10 分間放置し、気













光波長 200nm における吸光度を測定した。 














果を Fig. 6 に示す。図からわかるように、実験開始ととも
にエタノールを入れたBOX 1のガス濃度が上昇し、約6.5V
で安定した。エタノール濃度をガス検知管で測定したとこ
ろ、約 2000ppm であった。 
 




たことを意味する。BOX2 のガス濃度は BOX1 のガス濃度
が上昇しても変化せず、このことから BOX1 と BOX2 の間
にある脱臭装置がエタノールガスを吸着していることが
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わかった。また、実験開始から約 6 時間経過後、BOX 2 の
ガス濃度が上昇したところから、脱臭装置内のシリカゲル
が飽和吸着状態となり、BOX 1 からのエタノールガスが
BOX 2 に達したのではないかと考えられる。 
この実験を通して、ガス流量は 35.28L/h であった。光触










Fig. 7  エタノール吸着挙動 
 
Fig. 8  エタノール流出挙動 
 
次に、エタノールガスを吸着した脱臭装置に空気を流し
た結果を Fig. 8 に示す。この図からわかるように、空気を
流すことで BOX 2 のガス濃度が変化したことから、脱臭
装置に吸着していたエタノールガスが流出したと考えら
れる。空気を流し、ガスが検出されなくなった後、エタノ
ール吸着性能試験を再び行った結果を Fig. 9 に示す。 
 
Fig. 9  エタノール流出後の吸着挙動 
 



















結果を Fig. 11 に示す。この結果からわかるように、紫外
線照射を行わない場合、光触媒が作用しないので装置内の
ガス濃度は一定に保たれたが、照射を行った場合、実験開
始から 10 時間経過後、ガス濃度がほぼ 0V まで減少した。
このことから、脱臭装置内の光触媒がエタノールを分解し
ていることが確認できた。また、実験開始直後に、ガス濃
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Fig.10  エタノール吸着挙動 
 
Fig.11  紫外線照射の有無による装置内ガス濃度の変化 
 
Fig.12  エタノール吸着挙動 
 
Fig. 12 に、24 時間の光照射後に続けて行ったエタノー
ル吸着性能試験のガス濃度測定結果を示す。この図からわ























Fig.13  光触媒シリカゲルの繰り返し吸着量 
 
 
Fig. 14 充填量 10g の結果 
 
(4) 光触媒シリカゲルの充填量の検討結果 
光触媒シリカゲルの充填量の検討結果を Fig. 14 から Fig. 




約 2000 ppm であった。また試験時間は約 1 時間ずつ行っ
た。 
Fig. 14 と Fig. 15 からわかるように、充填量 10g、30g で
は極端に少なかったため、BOX 1 に脱臭成分を入れた瞬間





Fig. 17 充填量 100g の結果 
 
Fig. 15 充填量 30g の結果 
 
Fig. 18 充填量 150g の結果 
 
Fig. 16 充填量 50g の結果 
Fig. 19 充填量 300g の結果 
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データから、20 分時の Sensor1 と Sensor2 の変化を分解値
とし、下記の Table 1 に示す。 
 









0 0.13 0.11 0.02 
10 2.94 3.86 -0.92 
30 2.77 3.54 -0.77 
50 7.00 3.25 3.75 
100 6.63 0.16 6.47 
150 6.45 0.11 6.34 





の変化を Fig.20 に示す。 






















0.0 0 0.12 
0.4 200 1.19 
0.5 300 1.49 
0.6 400 1.61 
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Table 4 気体濃度に換算した結果 



















試料を設置してから 10 分後の Sensor 1 の最大出力電圧
（V）と 30 分後の Sensor 1 と Sensor 2 の出力電圧（V）の
変化を Table 3 に示す。また、この出力電圧（V）を Fig. 21
の式より、気体濃度を算出した。その結果を Table 4 に示
す。 











0.2 0.55 0.22 0.00 
0.3 1.02 0.30 0.05 
0.4 1.15 0.42 0.04 
0.5 1.27 0.25 0.00 
0.6 1.31 0.34 0.06 










0.2 119 16  
0.3 191 42  
0.4 213 61 
0.5 312 35 
0.6 341 49 













液体消臭剤の濃度と吸光度の関係を Fig. 22 に示す。 
 
 Fig. 22 液体消臭剤の濃度と吸光度の関係 
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Table 5 に示す。 
 






なし 0.318 0.86 
あり 0.227 0.44 
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